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クリの計画密植栽培における若木時代の

　　　　　　生育と収量との関係

青木　秋広

　1　緒　　言

　クリの開園時の栽植距離は4．5〜5mで，10

α当り40〜48本植えとするのが普通であり，本

県においてもそのように指導されてきた．（1・5）

　これも，樹令が進んで樹冠が拡大するにつれ

て縮・間伐を行ない，成木になったときは9〜

10m間隔で10α当り10〜12本にすることを目標

とした計画密植栽培である．この場合，成園に

達するまでには7〜8年を要する．

　クリは果樹のなかでは寿命がもっとも短かい

ものの一つであって，なかには30〜40年生の樹

でも健在で好成績をあげている例も少なくはな

いが，園としてまとまったものは稀であり，園

としての経済的寿命は15，6年とみてよいよう

に思われる．したがって，成園となって一人前

の収量をあげるまでに7〜8年を要していたの

では，クリ園一生のうちの半分が育成のための

期間であったということにもなりかねない．

　そこで，未成園期間をさらに短縮するために

モモ・クリ3年のたとえのように，クリは結果

樹令に達するのが早いことに着目してミカンの

例19）にならってとり入れたのが10α当り80〜100

本植えの計画的超密植栽培である．（6・7）

　クリにこのような超密植栽培がとり入れられ

てから日が浅く，技術的にみて，早くからより．

多くの収量をあげるためにはどのような生育を

させたらよいのか，樹令が進んで密植になった

ときに縮・間伐をどの時点で，どの程度にやっ

たら収量の低下をみないで，スムーズに粗植に

移行させることができるか，また，間伐後の樹

の生育や収量にどんな影響があるのかなど明ら

かにされなければならない多くの問題を含んで

いる．

　本研究は，このような諸問題を解明するため

に行なったものであり，本報では第一次問伐ま

での若木時代の結果について述べることにする．

　II　材料および方法

　試験は3年生樹移植開園による試験と苗木開

園による試験の二つになっているが，これは試

験年限の短縮をはかるための措置である．

　1．3年生樹移植開園による試験

　苗木購入後2年間仮植（1．8×1．2m）してお

いた3年生樹を用いて1967年3月に移植開園を

行ない，10α当り42．5本植えの標準区と94本値

えの密植区とし，密植区についてはさらに標肥

区と多肥区を設け，計3区とした．

　供試品種は各区とも丹沢，伊吹および筑波の

3品種で，10α当り品種別内訳は標準区が丹沢

9本，伊吹20本，筑波13．5本，密植区は丹沢

29．5本，伊吹20本，筑波44．5本である．

　密植区は2年め（5無生》，爾収嘩後に第て次、

間伐予定樹の縮伐を行ない，翌3年め（6年生）

の収穫後に第一次間伐を行なって標準区と同じ

く10α当り42．5本とし，同時に簾二次間伐予定

樹の縮伐を行なった．

　なお，1区当り面積は約8αであるが，成績

はすべて10α当りに換算して表示した．

　2．苗木開園による試験

　この試験は，3年生樹移植開園試験では得ら

れなかった4年生までの幼木期の状態を知るた

めに行なったもので，1968年3月に1年生苗木
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